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 本庄川水門は来たるべき南海トラフ巨大地震による津波の河川への遡上を防止することを目

的とした兵庫県内初の津波対策水門（河川）であり，本庄川と塩屋川の合流点下流の河口部に

設置するものである．本論文では，河口に設置するがゆえの漁船等の航行船舶対策や出水期の

通水対策といった課題への対応や津波水門としての土木面，機械面，建築面，通信面からの工

夫とその結果採用した水門構造について述べる．その後，工事発注まで時間的制約がある中，

実施した取組の良かった点など当現場での対応結果を述べるとともに，今後の水門設計への留

意事項についてまとめる． 
 

キーワード 津波対策，水門設計，Ｕ型構造 ，サーニットゲート，アルミ鋼上屋，自動閉鎖 

 
 

1.  はじめに 

 淡路島南部に位置する阿万地区は，南海トラフ地震発

生後約 40 分で第一波の津波が到達し，津波高も最大で

約 5.2m（周辺の朔望平均満潮位 TP+0.75m との差）とな

る等，甚大な浸水被害が予想される．そのため，兵庫県

では「津波防災インフラ整備計画（2014～2023）」の中

でも「重点整備地区」として位置づけ，予算を集中投資

している．本稿で紹介する本庄川水門を含めた阿万港で

は，水門と防潮堤，陸閘が一体となって津波被害を軽減

することとしており，2023(平成 35)年度までの完成を目

指している（図-1）． 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本庄川水門は，（二）本庄川と（二）塩屋川の合流す

る河口部に設置し，河川への津波の遡上を防ぐことを目

的としたもので，2015年度から事業着手している． 

なお，河口部の既設堤防高は計画高潮に対して概ね高

さを確保しているため，本水門は本県初の津波対策専用

の河川水門となる． 

本論文では，「概ね100年に1回の津波発生時にしか

作動しないが，その際には失敗が絶対許されない」とい

うコンセプトで設計した本庄川水門の計画概要と構造特

性を紹介するとともに，その過程で得た設計の留意事項

を述べる． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

②防潮堤の整備

3 基

 防潮堤（防潮ライン）

①本庄川水門の整備

②防潮堤の整備

③ 陸閘の新設・自動化

④防潮堤の越流対策

本庄川

塩屋川

図-1 位置図、阿万港における津波対策の概要 

阿万地区 

本庄川 

塩屋川 
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2.  水門計画の概要 

 
 本庄川水門の完成ｲﾒｰｼﾞを図-2に示す．閉鎖時の水門

高さは，発生頻度の高いﾚﾍﾞﾙ1津波高TP+5.25mに周辺の

地殻変動量を考慮してTP+6.0mとした．また，既設の防

潮堤と水門の間に取付擁壁を設置することで一連の津波

防御ラインを構築することとした（図-5）． 

水門構造は，通常の河川堤防上ではなく，河口部の海

上に設置することを踏まえ，一般的な構造から不要な部

分（胸壁、翼壁、水叩き）を省略した（図-3）． 

また，大きな特徴として河川計画断面の倍以上の広さ

のある海上部であることから水門を１門とした．検討に

際しては，水門完成後の断面で河川の計画流量

（290m3/s：1/50年）をHWL以下で流下できることを確認

している．以下に主な配慮事項をまとめる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(1)   通行船舶 
 計画地では漁船等の通行があるため，漁協関係者の意

見を聞きながら設計を進めた．その結果，水門幅は 22m

（最大漁船長さ 14.5m の約 1.5 倍），水門高さは

HWL+8.1m（最大漁船高さ 6.0m に余裕高考慮）を確保し

た．さらに，航路に関しては現況と大きく変化がないよ

う，水深のある河川中央部を通行できるよう配慮した

（図-4）． 

 また，工事中も漁船が通行できるよう，仮締切を左右

門柱で分割する施工計画を立案した． 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2)   国立公園 
計画地の右岸側は瀬戸内海国立公園第二種特別区域

（農林漁業活動について、つとめて調整を図ることが必

要な地域）に指定されており，土地の大幅な改変は避け

る必要があった．そこで，上屋を含めて高さ約29mにも

及ぶ門柱の設置を回避し，取付擁壁のみとした（図-5）． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3)  水門閉鎖時の氾濫防止 

地震発生から津波来襲の危険が収まるまで，当水門は

閉鎖を継続することになるが，その間も上流域から河川

水は流下してくる．そのため，河川水排除用にﾌﾗｯﾌﾟｹﾞｰ

ﾄ（1.5m×1.5m）を設置することとした（図-4）．対象

流量は東北の事例を参考に平水流量とし，流木等の漂流

物による閉塞も考慮して左右岸に１門ずつ，計画の２倍

の流下能力を確保した． 
 
(4)   工事中の安全対策 
 水門位置は河川でない海上であるが，工事中は仮設構

造物（締切，桟橋）をいわゆる出水期（6～10月）に存

置することになるため，水門上流域に影響を与えないよ

う対策が必要となる．そこで，施工中も計画流量を安全

に流下できる通水域を確保することとした．加えて橋脚

が流水阻害しないよう仮桟橋の純径間長は22m（西日本

最大級）とするなど，安全対策には十分留意する施工計

画とした（次頁図-6）．  
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図-2 本庄川水門の完成ｲﾒー ｼﾞ（通常時） 

図-４ 水門完成後の漁船通行ｲﾒー ｼ  ゙

図-5 計画平面図 
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図-3 標準的な水門構造（設計便覧より） 

削除箇所 ［側面図］ ［正面図］ 

門柱設置を回避 

津波防御ライン TP+6.0m 
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3.  津波対策水門としての構造特性 

 

(1)  土木面 ～地震時の挙動を一体化～ 

一般的に水門下部構造は図-7 に示す３タイプに分か

れ，小規模な場合は箱形，中間のものはU形，大規模な

ものは逆T形を採用することが多い（河川砂防技術基準

より）．本庄川水門は純径間長が 22ｍであるため，通

常であれば逆T形になるが，「地震時の挙動を一体化さ

せる」ことを重視し，U形を採用した． 

逆T形では門柱同士が独立した構造となるため，構造

計算上問題なくても地震後のずれ（変位）が左右の門柱

で異なればｹﾞｰﾄ閉鎖に問題を生じるおそれがある（図-

8）．特に，当現場では事前の土質調査結果より支持層

が傾斜していることが判明しており，逆Ｔ形を採用した

場合，右岸は岩着，左岸は杭基礎となることから，地震

動による揺れの固有周期が異なるため，ｹﾞｰﾄとの衝突に

よる門柱の損傷も懸念される．これらの不安を解消する

ため，門柱一体構造となるU形にこだわった．  

また，基礎構造も左右岸で構造を変えないよう，全

て直接基礎を採用した．具体的には，左岸側に分布する

平均Ｎ値20程度の砂質土層等を支持層である右岸の軟岩

並の強度（300kN/㎡）に地盤改良（平均改良長約8.0m）

することとした． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2)  機械面 ～巨大なｽﾗｲﾄﾞｹﾞ ﾄーで津波に対応～ 
ｹﾞｰﾄ形式は様々なものがあるが，農業用樋門など小規

模な場合は水圧を面で支圧するｽﾗｲﾄﾞｹﾞｰﾄがよく採用さ

れる．一方，規模の大きな水門の場合は開閉動作を円滑

に行うために，端部は点で受け止めるﾛｰﾗｹﾞｰﾄの採用が

一般的であり，本庄川水門も当初はﾛｰﾗｹﾞｰﾄの採用を計

画していた． 

 しかし，設計を進めていく中で，津波荷重が甚大でそ

れに対応しようとするとﾛｰﾗが巨大化すること，防潮水

門のように内外水位差により何度も開閉作業する必要は

なく，閉鎖されれば津波来襲後の安全が確認されるまで

開操作は行わない等を考慮し，「ｻｰﾆｯﾄｹﾞｰﾄ」と呼ばれ

る形式を採用した（図-9）． 

ｻｰﾆｯﾄｹﾞｰﾄとは，内水側と外水側で支圧構造を変える

形式であり，巨大な津波荷重が作用する海側はｽﾗｲﾄﾞｹﾞｰ

ﾄのように面で支え，通常の水圧荷重しか作用しない川

側はﾛｰﾗｰｹﾞｰﾄとして点で支える．そのため，比較的高価

とされるﾛ ﾗー関係部材を小型化できる等のﾒﾘｯﾄがある。 

このｻｰﾆｯﾄｹﾞｰﾄ形式は，津波対策のように片側からの

み大きな力が作用する場合に効果的であるため，東日本

大震災後に岩手県などで建設中の津波対策水門で数多く

採用されている． 
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図-7 水門の一般的な本体形式（土木） 

図-8 逆T形水門の変位イメージ 

 

開口

開口

スキンプレート PL8

正面図（下流から見た場合） 背面図（上流から見た場合）
吊支間21m

支圧板 ローラ 

 
ローラ 支圧板 

図-6 仮桟橋設置ｲﾒｰｼ゙ （扉体設置時） 

図-9 ｻｰﾆｯﾄｹﾞー ﾄ（正面図、側面ｲﾒー ｼﾞ、参考写真） 

仮桟橋(1期目) 

ローラ 支圧板 

※計画は今後変更する事があります 

仮桟橋(2期目) 

地震前 

地震後 

ｹﾞｰﾄ 

閉鎖不能 
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(3)  建築面 ～電話ボックス形式の上屋で重量軽減～ 

 本庄川水門は，扉高が約9.3mと巨大である事に加え、

２（１）で述べたとおり通行漁船とのクリアランスの影

響で門柱が約26ｍと非常に高い．そのため，一般的な鉄

筋コンクリート構造，鉄骨構造の上屋を採用すると，ﾄｯ

ﾌﾟﾍﾋﾞｰとなり，地震時の門柱端部への負担が大きくなる． 

また，維持管理の面で，ｹﾞｰﾄ巻上機等の修繕時に上屋

から搬出入できるよう，大きな扉やｸﾚｰﾝで吊下げするた

めの作業ｽﾍ゚ ｰｽが必要となる． 

 そこで，新技術であるｱﾙﾐ鋼構造（NETIS：TH-090001-

VE）を採用した（図-10）．これにより課題であった重

量を最大で10分の1程度（50ｔ→5ｔ）に抑えることがで

き，下部工の負担を軽減した． 

さらに本構造は組立式のため屋根の取外しが可能であ

ることから，上屋から資機材を直接搬出入できるなど維

持管理の課題もあわせて解消できた． 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(4)  電気設備面 ～Jｱﾗｰﾄで自動閉鎖～ 

通常の水門操作は，水位や現地の安全を確認したうえ

で，「人」が現地or遠隔から操作を行う．しかし，休日

や夜間などいつ起こるか分からない南海トラフ地震では，

通常のやり方では間に合わない．特に東日本大震災で多

くの操作者が犠牲になった教訓から「現場操作員の安全

の確保を最優先する」ことが国の「津波・高潮対策にお

ける水門・陸閘等管理ｼｽﾃﾑｶ ｲ゙ﾄﾞﾗｲﾝ」で示されている． 

 そこで，本庄川水門では津波到達時間が約40分である

ことを踏まえて「自動閉鎖」を基本とした（図-11）． 

 具体的には，消防庁のJｱﾗｰﾄ（津波警報，大津波警

報）を閉鎖ﾄﾘｶﾞｰとし，水門がJｱﾗｰﾄ信号を受信すると，

直ちにサイレンと回転灯による閉鎖周知（約５分）を行

い，その後水門閉鎖を開始する．閉鎖速度は設計要領に

基づき1.0m/分とし，約15分かけて閉鎖を完了させる．

なお，閉鎖中の事故を防止するため漁船等の障害物を検

知した場合には一時停止するセンサーを設置するが，停

止は１分間１回限りとし，その後は障害物の有無に関わ

らず自動で閉鎖作業を再開する．  

 また，J ｱﾗｰﾄが機能しなかった場合や誤作動を防止す

るため，ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ手段として南あわじ市役所から遠隔操

作・監視できるようにした．洲本土木事務所では，操作

を市に委託することなどから遠隔監視のみとした． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.  今後の水門設計への留意事項 

 
津波専用の水門設計に対する県の基準がないことに加

え，ｹﾞｰﾄ構造などの機械面は全くの素人であることから，

設計課題への対応に苦労した．そこで，洲本土木事務所

管内の水門(排水機場)の点検を委託しているｹﾞｰﾄﾒｰｶｰに

対し，設計や施工上の課題について意見交換を行った． 

その結果，扉体材料に関して従来ｽﾃﾝﾚｽの 2 倍の強度

を有する新材料 2 相ｽﾃﾝﾚｽの採用が主流となりつつある

ことがわかり，ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄに修正指示を行ったところ，扉

体重量を概略で約30t軽量化できた． 

 また，津波対策を進めている岩手県に連絡し，ﾌﾗｯﾌﾟ

ｹﾞｰﾄを設置する水門の設計成果や県の技術基準を入手し，

本庄川水門の参考とした．気になることは積極的に自分

で情報収集することが大切だと痛感した． 
 

 

6.  おわりに 

 

本庄川水門の工事は，2017年度に仮設工である仮桟橋

（１期目）等を施工し，2018年度より左岸本体工に着手

している．今後，太径鉄筋(D41)の加工・組立や仮桟橋

（２期目）の施工など難工事が連続するが，安全対策を

徹底して工事が無事完成することを願う． 

 

※本論文は，島岡の従前の所属である兵庫県洲本土木

事務所における業務に基づくものである． 

図-10 ｱﾙﾐ鋼構造の上屋施工例（国交省 佐平治排水樋管） 

周知（サイレン、回転灯）

閉鎖開始（1.0m/min）

閉鎖完了

Ｊアラート信号受信

地震発生

南あわじ市役所、
洲本土木事務所

から遠隔監視

①

②

③

④

⑤

瞬時

約５秒

約５分

約１５分

約20分
（津波到達まで約20分余裕）

図-11 水門の自動閉鎖ﾌﾛ  ー
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